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は
じ
め
に

狂
言
は
台
詞
の
や
り
取
り
に
、
歌
・
舞
な
ど
の
演
戯
を
交
え
て
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
す
る
。

そ
の
よ
う
な
演
戯
の
一
つ
で
あ
る
語
リ
を
聞
か
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
、
か
つ
、
そ
の
語

リ
が
源
に
な
っ
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
生
み
出
し
た
と
見
ら
れ
る
狂
言
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
狂

言
に
和
泉
流
〈
禁
野
〉
と
〈
牛
盗
人
〉
が
あ
る
。

〈
禁
野
〉
は
、
大
蔵
・
和
泉
・
鷺
の
各
流
の
所
演
目
で
あ
り
、『
続
狂
言
記
』
に
も
所
収
さ

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
も
語
リ
が
あ
る
が
、
大
蔵
・
和
泉
で
は
、
内
容
が
違
っ
て
い
る
。
大

蔵
流
の
語
リ
は
、
冒
頭
近
く
に
語
ら
れ
、
禁
野
・
雉
の
宮
・
助
鷹
の
由
来
を
内
容
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
和
泉
流
の
語
リ
は
、
結
末
で
語
ら
れ
、
長
柄
人
柱
伝
説
を
内
容
と
し
、
そ
れ

自
体
を
「
じ
っ
く
り
聞
か
せ
る
」（
注
１
）
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。『
続
狂
言
記
』
の

も
の
は
大
蔵
流
と
同
内
容
で
あ
り
、
鷺
流
の
場
合
は
、
保
教
本
に
は
、
二
つ
の
語
リ
が
記
載

さ
れ
、
一
つ
は
大
蔵
流
の
も
の
に
似
て
い
る
が
、
独
自
の
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
和
泉

流
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
、〈
牛
盗
人
〉
は
、
現
在
、
和
泉
流
だ
け
で
行
わ
れ
て
い
る
。
天
理
本
に
〈
牛
盗
人
〉

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
現
行
〈
牛
盗
人
〉
と
は
内
容
が
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
る
。
天
理
本
〈
牛

盗
人
〉
に
あ
る
語
リ
を
生
か
し
て
、
内
容
を
改
変
し
た
も
の
が
現
行
〈
牛
盗
人
〉
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
語
リ
の
あ
る
、
和
泉
流
〈
禁
野
〉
と
現
行
〈
牛
盗
人
〉
を
取
り

上
げ
、
語
リ
が
、
そ
れ
自
体
を
聞
か
せ
る
こ
と
に
ね
ら
い
が
あ
る
こ
と
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
源

に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
外
に
ど
の
よ
う
な
働
き
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
狂
言
が

成
立
す
る
に
至
っ
た
か
を
考
察
す
る
。

〔
一
〕
和
泉
流
〈
禁
野
〉
の
成
立

（
１
）
大
蔵
流
〈
禁
野
〉
の
成
立

和
泉
流
〈
禁
野
〉
の
語
リ
の
働
き
を
考
察
す
る
に
当
た
り
、
大
蔵
流
〈
禁
野
〉
の
成
立
に

つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
大
蔵
流
宗
家
系
台
本
の
最
も
古
い
形
を
伝
え
る
と
さ
れ
る
虎
清
本
に
よ
っ
て
あ
ら

す
じ
を
見
よ
う
。

所
の
者
（
ア
ド
）
が
出
て
、
こ
の
野
で
雉
を
射
殺
す
者
が
い
る
の
で
、
こ
の
者
か
ら
剥

ぎ
取
り
を
す
る
考
え
が
あ
る
と
言
い
、
徒
ら
者
（
次
ア
ド
）
の
所
へ
相
談
に
出
か
け
る
。

大
名
（
シ
テ
）
が
現
れ
た
の
で
、
所
の
者
が
話
し
掛
け
、
こ
の
野
に
雉
が
多
い
由
来
を

教
え
て
ほ
し
い
と
言
い
、
大
名
が
こ
の
野
の
由
来
を
語
る
。
所
の
者
が
今
日
雉
が
羽
音

を
立
て
な
い
の
は
古
歌
を
知
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
言
っ
て
大
名
に
古
歌
を
教
え
る
。
そ
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の
時
、
雉
が
い
る
と
言
っ
て
弓
を
奪
い
、
大
名
を
脅
す
。
そ
こ
へ
徒
ら
者
が
出
て
、
二

人
で
大
名
か
ら
刀
・
衣
類
を
剥
ぎ
取
っ
て
退
散
す
る
。

次
に
語
リ
の
詞
章
を
見
よ
う
。
以
下
、
詞
章
の
引
用
は
古
川
久
編
『
狂
言
古
本
二
種
』（
わ

ん
や
書
店
、
一
九
六
四
年
）
に
拠
り
、
適
宜
漢
字
を
当
て
た
。

シ
テ（
大
名
）＼
此
野
の
名
所
成
仔
細
は
。
す
い
く
天
皇
、①
此
交
野
へ
み
ゆ
き
あ
つ
て
。

あ
け
く
れ
御
鷹
を
つ
か
は
れ
し
に
。
諸
鳥
め
い
わ
く
仕
り
。
血
の
涙
を
流
し
。
津
の
国

天
王
寺
さ
し
て
に
げ
て
行
を
。
太
子
御
覧
じ
て
。
わ
う
ゐ
に
御
い
け
ん
被
成
。
都
へ
く

わ
ん
ぎ
よ
あ
つ
て
。
そ
の
御
あ
と
を
禁
野
と
な
づ
け
。
よ
人
鷹
を
つ
か
ふ
事
な
ら
ず
。

其
こ
ろ
に
て
や
候
ら
ん
。
三
足
の
雉
出
来
す
る
。
化
鳥
な
れ
ば
。
退
治
あ
る
べ
き
と
被

成
候
へ
共
。
②
大
和
の
宇
陀
の
郡
を
か
け
て
す
み
。
こ
れ
に
て
と
ら
ん
と
す
れ
ば
。
ひ

と
は
に
宇
陀
の
郡
へ
行
。
宇
陀
の
郡
に
て
と
ら
ん
と
す
れ
ば
。
此
野
へ
参
る
。
一
も
つ

の
鷹
を
あ
は
す
れ
ば
。
か
の
雉
の
尾
。
や
ひ
ば
の
剣
な
れ
ば
。
御
鷹
を
刺
し
通
す
。
其

時
の
鷹
匠
せ
い
し
ん
と
申
者
い
ろ
い
ろ
巧
み
て
。
く
ろ
が
ね
に
て
鷹
を
つ
く
り
あ
わ
せ

候
へ
ば
。
か
の
雉
い
つ
も
の
鷹
と
心
得
て
。
刺
せ
共
〳
〵
刺
さ
れ
ず
、
其
時
い
ち
も
つ

の
大
鷹
を
。
助
鷹
に
や
り
か
け
候
へ
ば
。
ひ
し
と
取
り
組
み
た
る
所
を
押
さ
へ
て
取
り

て
み
か
ど
へ
捧
ぐ
。
み
か
ど
ゑ
い
か
ん
ま
し
〳
〵
て
。
則
其
雉
を
。
と
こ
ろ
の
宮
に
い

わ
ゐ
候
て
。
雉
の
宮
と
申
せ
と
の
御
事
に
て
。
雉
領
を
被
下
。
雉
の
宮
と
て
今
に
あ
り
。

そ
れ
よ
り
助
鷹
と
い
ふ
事
始
ま
り
け
る
と
也
。

③
か
や
う
の
仔
細
に
よ
り
此
交
野
は
禁
野
と
て
名
所
に
て
あ
る
ぞ
と
よ

な
お
、
大
蔵
流
宗
家
系
台
本
の
諸
本
間
に
は
次
の
よ
う
な
異
同
が
見
ら
れ
る
。

①　

な
し
（
虎
寛
本
）

②　

な
し
（
虎
明
本
・
虎
寛
本
）

③　

此
交
野
は
名
所
に
て
あ
る
と
よ
（
虎
明
本
）、
其
跡
を
禁
野
と
名
付
け
、
今
に
至
る
ま

で
殺
生
禁
断
な
り
（
虎
寛
本
）

そ
れ
で
は
、
右
の
語
リ
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
語
ら
れ
る
の
か
、
ア
ド
の
言
動
を
、
順
を

追
っ
て
見
る
こ
と
に
す
る
。
順
序
を
示
す
数
字
、
見
出
し
（
場
面
の
表
記
）、
傍
線
は
私
意

に
拠
る
。

１　

ア
ド
（
所
の
者
）
の
登
場

あ
と
「
こ
れ
は
河
内
の
国
交
野
郡
。
禁
野
の
雉
領
に
す
ま
ひ
す
る
者
で
御
ざ
あ
る
。
此

間
何
物
や
ら
ん
交
野
に
出
て（
雉
を
）射
殺
す
者
が
あ
る
。
に
く
い
事
を
致
す
程
に
。（
か

の
者
を
は
き
と
ら
う
と
存
か
）
た
く
み
い
だ
い
た
事
が
あ
る
。

2　

シ
テ
（
大
名
）
が
雉
を
射
取
っ
た
と
答
え
た
後
に
禁
野
の
由
来
を
尋
ね
る

あ
「
そ
れ
は
一
だ
ん
の
御
手
柄
で
御
ざ
あ
る
。
此
野
は
子
細
が
あ
つ
て
。
雉
も
お
ゝ
い

と
申
せ
ど
も
。
そ
の
子
細
は
存
ぜ
ぬ
事
で
御
ざ
あ
る
。
さ
や
う
の
子
細
を
御
存
知
な
ら

ば
承
り
た
う
候

3　

シ
テ
が
古
歌
を
知
ら
な
い
と
答
え
た
後
に
古
歌
を
教
え
る

あ
「
物
言
へ
ば
。
父
は
長
柄
の
橋
柱
。
鳴
か
ず
は
雉
の
射
ら
れ
ま
し
き
を
。
此
歌
は
。

津
の
国
長
柄
の
（
橋
の
）
人
は
し
ら
に
立
ち
た
る
者
の
娘
。
雉
の
（
ほ
ろ
ゝ
を
か
け
て
）

射
殺
さ
れ
た
を
見
て
。
よ
み
た
る
歌
に
て
候
。

し
て
「
一
だ
ん
お
も
し
ろ
い
。
お
ぬ
し
は
た
ゞ
人
で
は
お
り
な
い
ぞ　

あ
「
い
や
申
、

あ
れ
に
き
じ
が
い
ま
ら
す
る
…
…
…
し
て
「
い
や
つ
い
に
ゑ
み
ぬ
。
む
ね
ん
な
事
じ
や

　

し
て
し
ま
い　
　
　
　

あ
「
ゑ
ご
ら
う
ぜ
ら
れ
ず
は
。
み
ど
も
に
そ
の
弓
と
矢
を
お

こ
さ
せ
ら
れ
い
。
い
こ
ろ
し
て
し
ん
ぜ
う　
　

し
て
「
さ
ら
ば
お
ぬ
し
い
さ
し
め
（
弓

と
矢
を
あ
ど
へ
わ
た
す
）

4　

シ
テ
か
ら
弓
を
受
け
取
っ
て
脅
し
、
シ
テ
が
驚
い
た
時

あ
「
何
事
と
は
。
先
に
か
た
〳
〵
の
語
ら
る
ゝ
や
う
に
。
子
細
さ
ま
〳
〵
あ
つ
て
。
禁
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野
に
定
め
置
か
れ
て
。
此
野
の
鳥
は
。
殺
す
事
が
な
ら
ぬ
に
。
き
の
ふ
も
射
殺
い
た
と

言
わ
る
ゝ
ほ
ど
に
。
か
た
〳
〵
の
い
の
ち
を
と
ら
う
。

５　

仲
裁
を
装
っ
た
共
謀
の
徒
ら
者
（
次
ア
ド
）
が
シ
テ
を
殺
そ
う
と
す
る
理
由
を
ア
ド
に

尋
ね
た
時

あ
「
い
や
聞
か
し
め
。
わ
た
く
し
は
雉
領
の
者
じ
や
が
。
あ
の
人
が
此
禁
野
に
て
。
き

の
ふ
も
雉
を
。
射
殺
い
た
と
言
わ
る
れ
共
。
此
弓
矢
を
持
つ
て
い
ら
る
ゝ
と
こ
ろ
で
。

ゑ
申
か
ゝ
ら
な
ん
だ
。て
う
り
や
く
と
し
て
。弓
矢
を
と
つ
た
ほ
ど
に
申
。此
禁
野
に
て
。

鳥
を
殺
す
も
の
か
。

以
上
の
ア
ド
の
言
動
で
注
目
し
た
い
の
は
、
2
で
自
分
は
知
ら
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
シ

テ
に
語
ら
せ
た
禁
野
の
子
細
を
、
4
で
シ
テ
を
脅
す
た
め
に
持
ち
出
し
て
い
る
点
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
3
で
ア
ド
が
「
物
言
へ
ば
」
の
歌
を
教
え
る
と
、
シ
テ
が
「
一
だ
ん
を
も
し
ろ
い
」

と
言
っ
て
ア
ド
に
気
を
許
し
た
時
、
こ
の
時
と
ば
か
り
、
ア
ド
は
「
雉
が
い
ま
ら
す
る
」
と

言
っ
て
、「
身
共
に
そ
の
弓
と
矢
を
お
こ
さ
せ
ら
れ
い
」
と
弓
矢
を
奪
う
計
画
の
実
行
に
掛

か
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
語
リ
も
、
古
歌
も
、
ア
ド
が
剥
ぎ
取
り
を
す
る
た

め
「
た
く
み
い
だ
い
た
事
」、
そ
の
周
到
な
計
画
に
基
づ
い
て
語
ら
せ
、
教
え
て
い
る
と
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

禁
野
由
来
・
雉
の
宮
助
鷹
由
来
の
語
リ
が
、
ア
ド
の
剥
ぎ
取
り
の
周
到
な
計
画
を
実
行
す

る
段
取
り
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
シ
テ
に
禁
を
犯
し
て
い
る
事
を
気
付
か
せ
、
剥
ぎ
取
り
を
正

当
化
す
る
役
割
を
担
わ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
蔵
流
〈
禁
野
〉
は
成
立
し
た
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
大
蔵
流
の
語
リ
は
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
に
関
わ
る
こ
と
に
、
そ
の
働
き
の

特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
鷺
流
〈
禁
野
〉
の
演
出

次
に
、
鷺
流
〈
禁
野
〉
の
語
リ
の
働
き
に
つ
い
て
も
、
鷺
流
保
教
本
に
拠
っ
て
見
て
お
く

こ
と
に
す
る
。
保
教
本
は
、
鷺
分
家
三
世
伝
右
衛
門
保
教
が
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
か
ら

享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
の
没
年
ま
で
の
間
に
著
し
た
台
本
で
あ
る
。
以
下
、
詞
章
の
引
用

は
『
鷺
流
狂
言
伝
書
保
教
本
二
』（
天
理
大
学
出
版
部
、
一
九
八
四
年
）
に
拠
り
、（　

）
内

に
振
り
仮
名
・
傍
記
を
記
し
、
私
意
に
よ
り
、
読
点
を
付
し
た
。

ま
ず
、
あ
ら
す
じ
を
見
よ
う
。

所
の
者
（
ア
ド
）
が
殺
生
禁
断
の
こ
の
地
で
殺
生
す
る
者
が
い
る
の
で
問
い
質
し
た
い

と
言
っ
て
、ス
ッ
パ
（
ツ
レ
ア
ド
）
に
相
談
に
行
く
。
禁
野
へ
狩
猟
に
来
た
大
名
（
シ
テ
）

に
所
の
者
が
供
を
し
、
大
名
が
禁
野
の
由
来
を
尋
ね
る
の
で
、
所
の
者
が
語
っ
て
聞
か

せ
る
。
そ
の
後
に
所
の
者
は
雉
が
い
る
と
言
い
出
し
、
見
え
な
い
と
言
う
大
名
か
ら
弓

矢
を
奪
っ
て
脅
す
。
ス
ッ
パ
が
出
て
大
名
に
刀
も
衣
装
も
渡
す
よ
う
に
言
う
。
ス
ッ
パ

が
衣
装
を
持
ち
逃
げ
し
、
所
の
者
が
追
う
。
大
名
が
古
い
事
を
思
い
出
し
た
と
言
っ
て

長
柄
人
柱
伝
説
の
語
リ
を
す
る
。

こ
れ
は
演
者
が
三
人
の
場
合
で
、
二
人
の
場
合
は
所
の
者
だ
け
で
剥
ぎ
取
り
を
実
行
し
、
こ

れ
が
鷺
流
の
元
々
の
形
（
注
２
）
だ
と
さ
れ
る
。

語
リ
は
〔
前
〕〔
後
〕
二
つ
あ
り
、〔
前
〕
の
語
リ
は
所
の
者
が
大
名
に
語
る
も
の
で
、〔
後
〕

の
語
リ
は
剥
ぎ
取
ら
れ
た
大
名
が
語
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
語
リ
を
次
に
掲
げ
る
。

〔
前
〕（
禁
野
由
来
・
雉
の
宮
由
来
）

（
扨
モ
）
人
皇
十
八
代
履
中
（
リ
チ
ウ
）
天
皇
初
テ
御
狩
シ
（
ヲ
被
成
）
給
イ
、其
後
代
々

ノ
皇
（
ス
ベ
ラ
キ
）
此
郊
野
（
カ
ウ
ヤ
）
ニ
御
狩
有
ル
故
ニ
、
地
下
此
所
ニ
テ
殺
生
致

ス
事
ア
タ
ハ
ズ
、
郊
野
ノ
禁
野
ト
云
（
申
候
）、
其
後
文
徳
天
皇
ノ
御
宇
ニ
三
足
ノ
雉
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子
此
野
ニ
出
シ
ヲ
、
王
子
惟
喬
是
ヲ
狩
シ
（
カ
ラ
セ
）
給
イ
、
白
キ
三
足
ノ
雉
子
ヲ
（
取

ツ
テ
）
天
王
ヘ
ミ
ソ
ナ
ハ
シ
給
フ
、
則
神
代
ノ
ナ
ヽ
シ
ノ
雉
子
ノ
真
（
神
）
灵
（
シ
ン

レ
イ
）
ナ
リ
ト
テ
、
都
ヨ
リ
此
地
ニ
返
シ
（
給
イ
）、
雉
子
大
明
神
ト
ナ
シ
（
祝
）
給
イ
、

今
ニ
其
印
有
、扨
（
其
後
ニ
）
清
和
ノ
御
宇
ニ
此
野
ノ
御
狩
ヲ
永
ク
止
（
ト
ヽ
メ
）
給
イ
、

殺
生
禁
断
マ
シ
〳
〵
テ
ヨ
リ
、
弥
（
イ
ヨ
〳
〵
）
此
地
ハ
禁
野
ト
申
也
（
名
付
候
）

〔
後
〕（
長
柄
人
柱
伝
説
）

昔
、
孝
徳
天
皇
ノ
御
宇
ニ
、
摂
津
ノ
国
長
柄
（
ナ
ガ
ラ
）
ノ
橋
ヲ
カ
ケ
サ
セ
給
フ
ガ
、

幾
度
カ
ケ
テ
モ
成
就
セ
ズ
、如
何
ナ
サ
ン
ト
思
召
所
ニ
、ア
ル
黠（
コ
ザ
カ
シ
）キ
者
ス
ヽ

ミ
出
テ
申
様
、
ケ
様
ノ
事
ハ
匆
ク
御
座
有
、
人
柱
ヲ
立
候
ヘ
ハ
、
則
橋
成
就
仕
候
ト
申

ケ
ル
程
ニ
、
ケ
ニ
モ
ト
思
召
全
儀
ア
レ
ド
、
我
立
（
タ
ヽ
）
ン
ト
申
者
ナ
カ
リ
シ
故
、

所
詮
（
シ
ヨ
セ
ン
）
其
云
（
イ
ヽ
）
出
シ
タ
ル
者
ヲ
立
ヨ
ト
テ
、
カ
ノ
者
ヲ
ト
ラ
ヘ
テ
、

水
底
（
ソ
コ
）
ニ
沈
（
シ
ツ
メ
）
ケ
レ
ハ
、
則
成
就
仕
候
、
カ
ノ
者
一
人
ノ
娘
有
シ
ガ
、

嗟
悲
（
ナ
ケ
キ
カ
ナ
シ
ミ
）
イ
タ
リ
ケ
ル
ガ
、ア
ル
者
養
育
（
ヤ
ウ
イ
ク
）
シ
テ
育
（
ソ

タ
）
テ
縁
（
エ
ン
）
ニ
付
ケ
ケ
ル
ニ
、
幼
少
ノ
時
ヨ
リ
成
人
ノ
後
迄
、
終
ニ
物
ヲ
云
ハ

サ
リ
ケ
ル
故
、
是
ハ
妻
ニ
ハ
カ
ナ
フ
マ
ジ
ト
テ
輿
（
コ
シ
）
ニ
乗
セ
返
シ
ケ
ル
ガ
、
折

節
此
禁
野
ノ
野
邊
ヲ
通
リ
シ
時
、
キ
ヾ
ス
ノ
ナ
ク
聲
ヲ
聞
イ
テ
、
狩
人
ノ
射
ケ
ル
ヲ
見

テ
、
コ
シ
ノ
内
ヨ
リ
一
首
ノ
哥
ニ
、
物
云
ハ
シ
父
ハ
長
柄
ノ
橋
柱
ナ
カ
ズ
ハ
雉
子
モ
射

ラ
レ
サ
ラ
マ
シ
、
ト
詠
ゼ
シ
ヲ
聞
イ
テ
、
扨
ハ
娘
コ
ソ
物
ヲ
ヲ
シ
ヤ
レ
ト
テ
、
頓
テ
ト

モ
ナ
イ
帰
リ
テ
、
子
々
孫
々
迄
栄
花
ニ
暮
シ
ケ
ル
ト
ナ
リ
、
カ
ノ
者
ノ
父
ハ
イ
ワ
レ
サ

ル
事
ヲ
云
出
シ
タ
ル
故
、
人
柱
ニ
立
ツ
、
禁
野
ノ
雉
子
ハ
ナ
キ
タ
ル
故
ニ
狩
人
ニ
射
ラ

ル
、
某
モ
其
コ
ト
ク
イ
ラ
サ
ル
弓
ノ
射
手
シ
ヤ
ト
云
フ
テ
、
此
姿
（
ス
カ
タ
）
ニ
ハ
ナ

ツ
テ
御
座
ル
、
南
無
三
宝
シ
ナ
イ
タ
ル
ナ
リ
カ
ナ

　

で
は
、
こ
れ
ら
の
語
リ
の
働
き
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、〔
前
〕
の
語
リ
に
つ
い
て
見
る
と
、
注
記
に
「
此
禁
野
ノ
子
細
聞
事
ハ
鷺
大
倉
共

無
之
」
と
あ
る
が
、「
禁
野
ノ
子
細
聞
事
」
は
虎
清
本
以
下
の
台
本
に
見
え
、
大
倉
に
無
い

と
す
る
点
は
不
審
だ
が
、
鷺
に
は
な
か
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。「
河
州
禁
野
和
田
寺
ヨ

リ
承
記
」
と
注
記
に
あ
る
よ
う
に
、
保
教
が
新
た
に
加
え
た
も
の
と
見
ら
れ
る
（
注
３
）。

そ
の
語
リ
の
働
き
に
つ
い
て
見
る
と
、
注
記
に
「
禁
野
ノ
縁
記
ヲ
語
ニ
入
故
、
取
所
モ
如

此
付
ル
」
と
あ
る
点
は
、「
語
過
ト
大
臣
柱
ノ
方
ヲ
見
、
雉
子
カ
イ
マ
ス
ル
ト
云
」
と
注
記

に
あ
る
よ
う
に
、
語
リ
に
雉
子
大
明
神
の
由
来
と
し
て
雉
子
の
事
が
出
て
く
る
の
で
、
そ
の

連
想
か
ら
雉
子
を
捕
ら
え
よ
う
と
す
る
演
技
を
続
け
た
と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
場
合
、
語
リ
の
働
き
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
に
関
わ
る
こ
と
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

次
に
、〔
後
〕
の
語
リ
の
働
き
に
つ
い
て
見
よ
う
。
注
記
に
「
鷺
ニ
ハ
語
有
、
鷺
方
ニ
ハ

跡
ニ
語
有
故
、
爰
ニ
テ
ホ
ロ
ヽ
ノ
事
ハ
不
言
」
と
あ
る
点
は
、「
ホ
ロ
ヽ
ノ
事
」
と
は
「
物

云
シ
」
の
古
歌
に
関
わ
る
事
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
長
柄
人
柱
伝
説
に
関
わ
る
事
は
台
詞
で

小
出
し
に
す
る
の
で
な
く
、
語
リ
に
よ
っ
て
ま
と
め
て
伝
え
る
意
図
を
示
し
た
も
の
で
、
こ

の
語
リ
を
聞
か
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
に
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

だ
が
、
注
記
に
は
、「
永
ク
シ
テ
悪
敷
、
語
ニ
テ
出
来
ル
ト
云
事
ハ
マ
レ
ナ
リ
、
ヨ
ク
〳
〵

功
者
ニ
無
之
ハ
成
カ
タ
キ
故
、
大
方
ヲ
イ
コ
ミ
ナ
リ
、
此
語
ハ
前
ニ
モ
語
、
先
定
リ
ハ
末
の

語
也
」
と
あ
っ
て
〔
後
〕
の
語
リ
を
本
来
の
も
の
と
し
な
が
ら
も
、
実
際
は
語
ら
れ
ず
、
大

蔵
流
の
よ
う
に
、
追
い
込
み
で
終
わ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ま
で
見
た
保
教
本
と
江
戸
後
期
の
伝
右
衛
門
派
台
本
の
常
磐
松
文
庫
蔵
本
に
見
る
三

人
の
場
合
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
大
蔵
流
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
保
教
本
で
は
結
末
に
長
柄
人
柱

伝
説
の
語
リ
を
配
し
、
そ
の
注
記
か
ら
、
こ
れ
を
聞
か
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
に
し
た
と
見
ら

れ
る
が
、
大
蔵
流
の
よ
う
に
終
わ
る
演
出
が
多
く
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
常
磐
松

文
庫
蔵
本
に
は
、
結
末
に
長
柄
人
柱
伝
説
の
語
リ
を
聞
か
せ
る
和
泉
流
に
近
い
演
出
の
記
載

（
注
４
）
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
鷺
流
伝
右
衛
門
派
で
は
、
江
戸
期
に
は
、
大
蔵
流
と
ほ

ぼ
同
じ
演
出
、
和
泉
流
に
近
い
演
出
の
両
方
が
行
わ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
明
治
期
の
宗

家
（
仁
右
衛
門
家
）
系
台
本
の
野
原
弥
七
郎
本
・
鷺
畔
翁
本
を
見
る
と
、
ア
ド
は
通
行
人
で
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あ
り
、
シ
テ
が
「
古
い
物
語
を
思
い
出
い
た
」
と
言
っ
て
長
柄
人
柱
伝
説
の
語
リ
を
し
、「
某

ハ
持
付
ぬ
弓
を
持
て
射
手
じ
や
と
い
ふ
た
故
に
小
袖
上
下
迄
は
ぎ
取
ら
れ
、
口
故
恥
を
か
い

た
」
と
嘆
い
て
終
わ
り
、
和
泉
流
と
ほ
ぼ
同
じ
演
出
に
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
鷺
流
〈
禁
野
〉
の
語
リ
の
働
き
を
整
理
す
る
と
、
保
教
本
に
あ
っ
た
二
つ
の
語
リ

の
内
、
一
方
の
禁
野
由
来
雉
子
の
宮
由
来
の
語
リ
は
、
所
の
者
が
大
名
に
殺
生
禁
断
・
雉
子

大
明
神
の
由
来
を
教
え
る
た
め
に
語
ら
れ
、
直
後
に
雉
子
発
見
の
嘘
に
繋
げ
ら
れ
、
最
後
に

「
覚
カ
ナ
イ
ト
ハ
此
殺
生
禁
断
ノ
所
ヘ
毎
日
ウ
セ
テ
雉
子
ヲ
射
ル
、
ソ
レ
ガ
ヨ
イ
カ
是
ガ
ヨ

イ
カ
」
と
脅
す
剥
ぎ
取
り
正
当
化
の
口
実
に
繋
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、〔
前
〕
の
語
リ

は
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
に
関
わ
る
こ
と
に
働
き
の
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
だ

が
、
こ
ち
ら
の
語
リ
は
そ
れ
以
後
の
台
本
に
見
ら
れ
ず
途
絶
え
て
し
ま
う
。
も
う
一
方
の
長

柄
人
柱
伝
説
の
語
リ
は
そ
の
後
の
台
本
に
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
長
柄
人
柱
伝
説
の
語
リ
が
あ
る
鷺
流
〈
禁
野
〉
に
つ
い
て
は
、
和
泉
流
と
の

関
係
、
鷺
流
の
宗
家
系
と
伝
右
衛
門
派
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
問
題
の
考
察
に
当

た
っ
て
は
、
別
稿
を
期
し
た
い
。

（
３
）
和
泉
流
〈
禁
野
〉
の
語
リ
の
働
き

和
泉
流
〈
禁
野
〉
の
成
立
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
、
あ
ら
す
じ
を
、
和
泉
流
宗
家

系
の
最
古
の
台
本
で
あ
る
天
理
本
に
よ
っ
て
見
よ
う
。
以
下
、
詞
章
の
引
用
は
北
原
保
雄
・

小
林
賢
次
著
『
狂
言
六
義
全
注
』（
勉
誠
社
、
一
九
九
一
年
）
に
拠
る
。

大
名
（
シ
テ
）
が
狩
に
出
掛
け
る
途
中
、
通
行
人
（
ア
ド
）
を
呼
び
止
め
て
同
行
さ
せ
、

弓
矢
で
脅
し
、
こ
れ
を
持
た
せ
る
。
す
る
と
、
通
行
人
が
大
名
の
態
度
に
腹
を
立
て
弓

矢
で
脅
し
、
衣
類
を
奪
っ
て
逃
走
す
る
。
大
名
は
思
い
出
し
た
事
が
あ
る
と
言
っ
て
、

長
柄
の
橋
の
人
柱
を
め
ぐ
る
故
事
を
語
り
、
自
分
も
弓
矢
を
持
た
せ
な
け
れ
ば
、
こ
ん

な
目
に
遭
わ
な
か
っ
た
も
の
を
と
嘆
い
て
終
わ
る
。

右
の
あ
ら
す
じ
の
結
末
に
見
え
る
語
リ
の
詞
章
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

扨
も
、
昔
長
柄
の
橋
を
か
け
給
ふ
に
、
此
橋
つ
い
に
成
就
仕
ら
ず
、
あ
る
人
の
申
さ
れ

け
る
は
、橋
の
成
就
致
さ
ぬ
に
は
、人
柱
を
立
て
ら
る
れ
ば
、必
成
就
仕
る
と
申
さ
る
ゝ
、

さ
ら
ば
と
あ
つ
て
、
則
彼
申
出
し
た
る
人
を
人
柱
に
立
給
ふ
、
案
の
如
く
思
ひ
の
ま
ゝ

に
此
橋
成
就
仕
る
、
去
程
に
彼
人
、
壱
人
の
息
女
を
持
給
ふ
が
、
御
縁
に
つ
か
せ
給
ふ

所
に
、
如
何
成
事
に
や
、
三
年
の
間
物
の
た
ま
わ
ず
、
せ
ん
方
な
く
古
里
へ
送
り
申
さ

る
ゝ
時
、
此
禁
野
を
通
り
給
ふ
に
、
雉
一
声
音
（
ネ
）
を
出
す
、
御
供
の
人
々
頓
而
彼

雉
を
射
て
取
、
御
輿
の
内
へ
参
ら
す
れ
ば
、
姫
君
御
覧
じ
て
一
首
御
歌
に
、
物
言
わ
ば
、

父
は
長
柄
の
橋
柱
、
鳴
か
ず
は
雉
も
射
ら
れ
ざ
ら
ま
し
と
、
か
様
に
口
づ
さ
み
給
へ
ば
、

御
供
の
人
々
是
を
聞
、
姫
君
の
物
の
た
ま
ふ
事
の
目
出
さ
よ
と
喜
び
、
何
と
て
三
年
の

間
、
物
の
た
ま
わ
ぬ
ぞ
と
不
審
を
な
し
申
せ
ば
、
其
時
姫
君
、
我
父
は
口
故
長
柄
の
橋
柱

に
立
ち
給
ふ
、
た
ゝ
物
言
わ
ぬ
程
の
事
は
あ
る
ま
じ
き
と
仰
ら
る
ゝ
、
そ
れ
よ
り
又
御

輿
を
戻
し
、御
縁
を
結
び
御
子
数
多
出
来
、富
貴
の
家
と
成
給
ふ
、某
も
彼
す
つ
ぱ
め
に
、

弓
矢
を
持
せ
ず
は
、
か
様
の
な
り
に
は
成
ま
ひ
物
を
、
あ
ゝ
し
な
ひ
た
り
や
〳
〵

ま
ず
、前
節
で
見
た
保
教
本
の
〔
後
〕
の
語
リ
と
右
の
語
リ
の
詞
章
の
違
い
を
見
て
お
こ
う
。

保
教
本
に
は
、
冒
頭
に
「
孝
徳
天
皇
ノ
御
宇
」
と
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
時
代
の
指
示
が

な
い
。
ま
た
、男
が
人
柱
を
提
言
し
た
後
に「
ゲ
ニ
モ
ト
思
召
全
儀
ア
レ
ド
申
者
ナ
カ
ラ
ン
故
」

と
あ
る
の
に
対
し
、そ
の
よ
う
な
説
明
が
な
い
。
雉
が
鳴
い
た
時
に
そ
れ
を
射
る
の
が「
狩
人
」

で
あ
る
の
に
対
し
、「
御
供
の
人
々
」
と
あ
り
、
娘
が
詠
ん
だ
歌
の
初
句
を
「
物
云
ハ
シ
」
と

す
る
の
に
対
し
「
物
言
わ
ば
」
と
す
る
な
ど
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
表
現
の
違
い
を
見
る
と
、「
カ
ノ
者
ヲ
ト
ラ
ヘ
テ
、
水
底
（
ソ
コ
）
ニ
沈
（
シ
ツ
メ
）

ケ
レ
バ
」
に
対
し
「
則
彼
申
出
し
た
る
人
を
人
柱
に
立
給
ふ
」
と
あ
り
、「
磋
悲
（
ナ
ケ
キ

カ
ナ
シ
ミ
）
イ
タ
リ
ケ
ル
ガ
、
ア
ル
者
養
育
（
ヨ
ウ
イ
ク
）
シ
テ
育
（
ソ
タ
）
テ
縁
ニ
付
ケ

ケ
ル
ニ
」
に
対
し
「
御
縁
に
つ
か
せ
給
所
に
」
と
あ
り
、「
幼
少
ノ
時
ヨ
リ
成
人
ノ
後
迄
」
に
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対
し
「
三
年
の
間
」
と
あ
る
な
ど
、
保
教
本
で
は
説
明
が
詳
し
い
の
に
対
し
、
右
の
和
泉
流

の
語
リ
で
は
簡
潔
な
言
い
方
を
し
て
い
る
と
い
う
違
い
が
見
ら
れ
る
。

だ
が
、
そ
れ
と
逆
に
、「
扨
ハ
娘
コ
ソ
物
ヲ
ヲ
シ
ヤ
レ
ト
テ
」
に
相
当
す
る
「
姫
君
の
物

の
た
ま
う
ふ
事
の
目
出
さ
よ
と
喜
び
」
の
後
に
「
何
と
て
三
年
の
間
、
物
の
た
ま
は
ぬ
ぞ
と

不
審
を
な
し
申
せ
ば
、
其
時
姫
君
、
我
父
は
口
故
長
柄
の
橋
柱
に
立
ち
給
ふ
、
た
ゝ
物
言
わ

ぬ
程
の
事
は
あ
る
ま
じ
き
と
仰
ら
る
ゝ
」
と
い
う
右
の
語
リ
だ
け
に
見
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
。

結
末
に
つ
い
て
見
る
と
、
保
教
本
で
「
カ
ノ
者
ノ
父
ハ
イ
ワ
レ
サ
ル
事
ヲ
云
出
シ
タ
ル
故
、

人
柱
ニ
立
ツ
、
禁
野
ノ
雉
子
ハ
ナ
キ
タ
ル
故
ニ
狩
人
ニ
射
ラ
ル
、
某
モ
其
コ
ト
ク
イ
ラ
サ
ル

弓
ノ
射
手
シ
ヤ
ト
云
フ
テ
、
此
姿
（
ス
カ
タ
）
ニ
ハ
ナ
ツ
テ
御
座
ル
、
南
無
三
宝
シ
ナ
イ
タ

ル
ナ
リ
カ
ナ
」
と
あ
る
の
が
、右
の
語
リ
に
は
「
某
も
彼
の
す
つ
ぱ
め
に
、弓
矢
を
持
せ
ず
は
、

か
様
の
な
り
に
は
成
ま
ひ
物
を
、
あ
ゝ
し
な
い
た
り
や
〳
〵
」
と
あ
る
。
こ
の
違
い
は
、
保

教
本
で
大
名
の
言
葉
に
し
て
い
る
こ
と
を
右
の
語
リ
で
姫
君
の
言
葉
と
し
て
い
る
こ
と
に
も

よ
る
が
、
保
教
本
で
は
、
大
名
が
射
手
だ
と
誇
り
、
所
の
者
を
供
に
し
て
弓
を
奪
わ
れ
て
脅

さ
れ
た
の
に
対
し
、
天
理
本
で
は
、
大
名
が
通
行
人
に
弓
を
持
た
せ
て
脅
さ
れ
た
と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
の
違
い
に
よ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
右
の
和
泉
流
の
語
リ
は
、
時
代
を
言
わ
ず
、
簡
潔
な
口
調
で
伝
説

を
語
る
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
語
リ
を
大
名
が
結
末
に
語
る
の
は
、「
某

も
彼
す
つ
ぱ
め
に
、
弓
矢
を
持
せ
ず
は
、
か
様
の
な
り
に
は
成
ま
ひ
物
を
、
あ
ゝ
し
な
い
た

り
や
〳
〵
」
と
嘆
く
た
め
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
長
柄
人
柱
伝
説
を
持
ち
出
し
た
の
は
、
そ

れ
に
大
名
の
軽
率
な
行
為
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
軽
率
な
行
為
を
印
象
付
け
る
効
果
が

あ
る
か
ら
で
あ
り
、
同
時
に
伝
説
そ
の
も
の
を
聞
か
せ
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

で
は
、
そ
の
よ
う
な
語
リ
を
聞
か
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
先
学
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
唱
導
師
や
そ
の
他
の
芸
能
者
な
ど
に

よ
っ
て
巷
間
に
流
布
さ
れ
て
い
っ
た
長
柄
人
柱
伝
説
は
、『
鳴
か
ず
は
雉
も
射
ら
れ
ざ
ら
ま

し
』
が
諺
と
化
す
ほ
ど
民
衆
の
生
活
に
と
け
込
ん
で
」（
注
5
）
お
り
、「
こ
の
長
柄
人
柱
伝

説
は
、
現
在
で
も
、
昔
話
（
弓
が
鉄
砲
に
変
化
し
て
は
い
る
が
）
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い

る
し
、『
雉
も
鳴
か
ず
ば
』
と
い
う
諺
と
し
て
広
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
だ
け
語
っ
て
も
、

十
分
聴
衆
を
喜
ば
せ
る
に
値
す
る
も
の
」（
注
6
）
で
あ
り
、長
柄
人
柱
伝
説
が
広
く
流
布
し
、

人
気
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、〈
禁
野
〉
で
は
、
ど
の
よ
う
に
語
リ
が
ス
ト
ー
リ
ー
の
源
に
な
っ
た
か
を
見
よ
う
。

右
の
語
リ
は
、
自
分
で
言
い
出
し
た
た
め
に
長
柄
の
橋
の
人
柱
に
さ
れ
た
男
の
こ
と
と
そ
の

娘
の
後
日
談
を
語
る
こ
と
で
、
大
名
が
軽
率
な
行
為
を
し
な
け
れ
ば
災
難
に
遭
わ
な
か
っ
た

と
後
悔
の
念
を
印
象
的
に
伝
え
る
と
い
う
効
果
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
後
悔
の
念
を
シ
テ
に

語
ら
せ
る
た
め
に
、
こ
の
結
末
か
ら
逆
に
、
軽
率
な
行
為
の
た
め
に
剥
ぎ
取
り
に
遭
っ
た
と

い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
構
想
さ
れ
た
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
天
理
本
に
は
、
次
の
よ
う
な
演
出
注
記
が
見
ら
れ
る
。

ア
ト
＼
急
の
使
に
仕
る
と
云　

昆
布
売
の
心
也
、
弓
矢
を
持
た
す
る
也
、
太
郎
冠
者
と

云
て
呼
ぶ
事
も
同
事
、
右
あ
ど
持
事
は
な
る
ま
ひ
と
云
時
、
弓
に
て
射
る
仕
方
し
て
脅

す
也

シ
テ
＼
上
下
脱
い
で
や
る
、
後
は
二
人
大
名
の
ご
と
く
、
帷
子
計
に
な
る

　

右
の
よ
う
な
注
記
か
ら
、〈
禁
野
〉〈
昆
布
売
〉〈
二
人
大
名
〉
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
類
曲
と

見
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
狂
言
の
成
立
の
前
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
た
め
、

影
響
関
係
が
わ
か
ら
な
い
が
、〈
禁
野
〉
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
〈
昆
布
売
〉〈
二
人
大
名
〉
と
の

関
わ
り
の
中
で
形
成
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、〈
禁
野
〉
の
場
合
、

語
リ
が
ス
ト
ー
リ
ー
の
形
成
に
関
わ
っ
た
と
見
ら
れ
る
点
に
、
語
リ
の
働
き
の
特
徴
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

以
上
見
て
き
た
和
泉
流
〈
禁
野
〉
の
成
立
を
図
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
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〔
二
〕
和
泉
流
〈
牛
盗
人
〉
の
成
立

和
泉
流
〈
牛
盗
人
〉
の
成
立
を
考
察
す
る
に
当
た
り
、
そ
の
あ
ら
す
じ
を
、
三
宅
庄
市
手

沢
本
を
底
本
と
す
る
三
百
番
集
本
（
野
々
村
戒
三
・
安
藤
常
次
郎
校
註
『
狂
言
三
百
番
集
』
下
・

冨
山
房
、
一
九
四
二
年
）
に
よ
っ
て
見
よ
う
。
以
下
、
詞
章
の
引
用
は
三
百
番
集
本
に
拠
る
。

法
皇
の
車
の
牛
が
盗
ま
れ
、
盗
人
を
訴
え
出
れ
ば
、
そ
の
同
類
で
も
罪
を
許
し
、
褒
美

を
望
み
通
り
に
与
え
る
と
い
う
高
札
が
立
て
ら
れ
る
。
犯
人
の
子
が
大
切
な
願
い
が
あ

る
と
言
っ
て
訴
え
て
出
る
。
子
は
牛
奉
行
に
対
し
て
当
人
と
対
決
の
上
で
白
状
さ
せ
る

と
言
う
。
犯
人
の
兵
庫
三
郎
が
召
し
捕
ら
れ
て
奉
行
の
前
に
引
き
出
さ
れ
る
。
三
郎
は

否
認
す
る
が
、
訴
え
た
の
が
我
が
子
と
知
り
、
罪
を
認
め
、
大
切
に
育
て
た
子
に
訴
え

ら
れ
た
と
嘆
く
。
三
郎
は
親
の
追
善
を
す
る
た
め
に
盗
ん
だ
牛
を
売
っ
た
と
答
え
、
そ

の
理
由
と
し
て
、
仏
弟
子
が
親
の
追
善
の
た
め
に
牛
を
盗
み
、
そ
れ
を
布
施
に
換
え
る

た
め
に
深
山
で
諸
木
に
妄
語
戒
を
授
け
た
と
い
う
故
事
を
語
る
。
三
郎
が
引
っ
立
て
ら

れ
よ
う
と
す
る
時
、
子
が
褒
美
に
親
の
命
を
助
け
て
ほ
し
い
と
願
い
出
る
。
奉
行
が
受

け
入
れ
ず
、子
は
共
に
成
敗
し
て
ほ
し
い
と
言
う
。
三
郎
は
感
激
し
、奉
行
も
同
情
し
て
、

親
の
命
を
助
け
る
。
親
子
の
絆
と
孝
行
を
讃
え
る
謡
で
留
め
る
。

右
の
三
郎
が
牛
を
盗
ん
だ
弁
明
の
た
め
に
語
っ
た
語
リ
の
詞
章
を
次
に
見
よ
う
。

殺
生
偸
盗
。
邪
淫
妄
語
飲
酒
戒
。
こ
れ
皆
仏
の
戒
め
な
り
。
仏
、
出
世
の
御
時
。
し
や

う
し
ん
比
丘
と
て
貧
賤
第
一
な
る
御
弟
子
の
あ
り
し
が
。
親
の
追
善
あ
ら
ん
と
思
し
召

せ
ど
も
。
さ
ら
に
叶
は
ず
。
あ
る
所
に
て
牛
を
一
匹
盗
取
り
。
盗
み
た
る
牛
売
ら
う
と

い
へ
ば
勿
体
無
し
。
た
ゞ
売
ら
う
と
い
へ
ば
妄
語
戒
を
破
る
。
所
詮
山
に
入
り
。
諸
木

に
妄
語
戒
を
授
け
。
戒
の
布
施
に
取
ら
ば
や
と
思
召
し
。
頓
て
深
山
に
分
け
入
り
。
諸

木
に
妄
語
戒
を
授
け
。
そ
れ
よ
り
布
施
に
取
り
た
る
牛
売
ら
う
と
宣
へ
ば
。
市
人
出
合

布
に
代
ゆ
る
。
頓
て
お
僧
を
供
養
し
。
か
の
布
を
布
施
に
参
ら
す
る
。
布
施
と
は
布
を

施
す
と
。
書
き
た
る
も
こ
の
謂
は
れ
な
り
。
仏
弟
子
の
御
身
に
さ
へ
。
牛
を
盗
ん
で
親

の
追
善
を
し
給
ふ
。
況
や
凡
夫
の
某
が
。
牛
を
盗
ん
で
親
を
弔
ふ
事
。
何
の
科
に
か
な

り
候
べ
き
。

右
の
語
リ
の
特
徴
を
見
る
と
、
仏
弟
子
が
親
の
追
善
の
た
め
に
盗
ん
だ
牛
を
売
っ
た
と
い

う
故
事
を
語
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
盗
み
を
正
当
化
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

で
は
、
そ
の
よ
う
な
特
徴
の
あ
る
語
リ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
生
み
出
す
源

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、〈
牛
盗
人
〉
に
つ
い
て
は
、「
天
理
本
は
虎
明
本
〈
牛

博
労
〉
と
同
内
容
な
の
で
、〈
牛
博
労
〉
を
〈
鶏
猫
〉
を
参
考
に
改
作
し
た
の
が
本
曲
ら
し
い
。」

（
注
7
）
と
さ
れ
る
。
天
理
本
に
は
〈
牛
盗
人
〉
の
台
本
に
相
当
す
る
部
分
の
記
載
が
な
く
、

抜
書
に
二
つ
の
語
リ
が
記
載
さ
れ
、そ
の
前
後
の
記
述
を
含
め
て
そ
れ
ら
の
点
が
虎
明
本
〈
牛

博
労
〉
の
記
述
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
両
者
は
同
一
曲
と
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
十
三
世
宗

家
大
蔵
弥
右
衛
門
虎
明
が
寛
永
一
九
年
（
一
六
四
二
）
に
書
写
し
た
虎
明
本
に
よ
っ
て
あ
ら

す
じ
を
見
よ
う
。
以
下
、
詞
章
の
引
用
は
、
池
田
廣
司
・
北
原
保
雄
著
『
大
蔵
虎
明
狂
言
集

の
研
究
本
文
篇
』
に
拠
っ
た
。

・
長
柄
人
柱
伝
説
の
語
リ　
　
　
　
　
　

和
泉
流
〈
禁
野
〉

唱
導
文
芸　
　
　
　
　
〈
昆
布
売
〉

和
歌
説
話　
　
　
　
　
〈
二
人
大
名
〉

昔
話

諺
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牛
博
労
が
、
親
類
の
者
は
自
分
の
仕
事
を
見
下
し
嘆
い
て
い
る
の
だ
と
言
い
、
実
は
、

牛
は
大
日
如
来
の
化
身
、
農
業
の
役
に
立
ち
、
天
子
の
車
を
引
き
、
法
華
経
で
牛
の
車

が
菩
薩
に
喩
え
ら
れ
る
な
ど
、
有
難
い
も
の
で
あ
り
、
牛
を
売
っ
て
妻
子
を
養
え
る
の

だ
と
語
る
〔
前
〕。
そ
し
て
、
最
近
手
に
入
れ
た
牛
を
親
の
追
善
を
す
る
た
め
に
売
る

の
だ
と
言
い
、
市
へ
向
か
う
。
そ
こ
へ
、
何
某
が
現
れ
、
自
分
の
牛
が
盗
ま
れ
た
の
で
、

市
へ
行
っ
て
探
す
の
だ
と
言
う
。
何
某
が
牛
を
見
て
自
分
の
物
な
の
で
、
牛
を
返
せ
と

言
い
、
牛
博
労
は
盗
ん
だ
牛
で
も
売
っ
て
差
し
支
え
な
い
理
由
が
あ
る
の
だ
と
言
い
、

仏
弟
子
の
「
し
ゃ
う
じ
ん
比
丘
」
が
親
の
追
善
の
た
め
に
牛
を
盗
み
、
そ
れ
を
布
施
に

換
え
よ
う
と
深
山
で
諸
木
に
妄
語
戒
を
授
け
た
と
い
う
故
事
を
語
る
〔
後
〕。
だ
が
、
何

某
は
受
け
付
け
ず
、
牛
を
取
り
返
し
、
牛
博
労
が
綱
は
自
分
が
付
け
た
の
だ
か
ら
返
せ

と
言
っ
て
追
う
。

〔
後
〕
の
語
リ
は
、
天
理
本
・
虎
明
本
と
三
百
番
集
本
と
の
間
に
次
の
よ
う
な
異
同
が
見

ら
れ
る
。

・ 

や
こ
と
な
き
童
子
一
人
眼
前
に
来
り
、
我
は
此
山
の
木
の
精
な
り
、
御
身
此
山
の
木

に
戒
を
授
け
給
わ
ん
と
思
召
心
さ
し
、
誠
に
有
難
く
覚
え
候
と
申
上
る
、
頓
而
戒
を

授
け
給
へ
ば
、
此
度
草
木
成
仏
は
、
疑
ひ
あ
る
ま
じ
き
と
言
い
も
あ
へ
ず
失
せ
ぬ
、

是
大
日
如
来
の
化
身
と
成
、
そ
れ
よ
り
牛
を
牽
い
て
御
帰
り
あ
り
（
天
理
本
）

・ 

其
時
や
こ
と
な
き
童
子
一
人
参
り
て
申
や
う
、
我
は
此
山
の
木
の
精
な
り
、
御
身
此

山
の
木
に
、
戒
を
授
け
ん
と
て
、
其
木
の
精
に
戒
を
授
け
給
へ
ば
、
喜
ぶ
事
は
限
り

な
し
、
其
時
戒
の
布
施
と
さ
だ
め
、（
虎
明
本
）

こ
の
よ
う
に
、
天
理
本
・
虎
明
本
の
語
リ
で
は
、
木
の
精
の
童
子
が
現
れ
、
戒
を
授
け
ら

れ
た
事
に
感
謝
す
る
く
だ
り
が
あ
る
が
、
現
行
の
〈
牛
盗
人
〉
の
語
リ
で
は
、
そ
の
く
だ
り

が
な
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
現
行
〈
牛
盗
人
〉
と
天
理
本
〈
牛
盗
人
〉
で
は
、
盗
み
の
態
様
に
大
き
な
違
い
が

見
ら
れ
る
。

天
理
本
〈
牛
盗
人
〉
で
は
、
牛
が
盗
ま
れ
た
事
実
は
明
示
さ
れ
ず
、（
１
）
何
某
が
牛
博

労
の
引
い
て
き
た
牛
を
見
て
「
此
牛
は
身
共
が
、
四
五
日
い
ぜ
ん
に
盗
ま
れ
た
牛
じ
や
」（
虎

明
本
〈
牛
博
労
〉）
と
同
内
容
の
こ
と
を
言
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、（
２
）
牛
博
労
が
「
仏

弟
子
の
御
身
に
さ
へ
、
牛
を
盗
ん
で
、
親
の
追
善
を
し
給
ふ
、
い
わ
ん
や
凡
夫
の
身
と
し
て
、

拾
う
た
牛

0

0

0

0

を
売
つ
て
、
親
を
弔
ふ
に
何
の
子
細
の
候
べ
き
、
売
つ
て
お
目
に
掛
け
う
」
と
言

い
な
が
ら
、
牛
を
盗
ん
だ
「
し
や
う
し
ん
比
丘
」
の
故
事
を
語
っ
て
い
る
こ
と
、
の
二
点
に

よ
っ
て
、
牛
が
盗
ま
れ
た
と
知
ら
れ
る
。
だ
が
、
現
行
〈
牛
盗
人
〉
で
は
、
法
皇
の
車
の
牛

が
盗
ま
れ
た
事
実
を
冒
頭
に
牛
奉
行
が
述
べ
て
明
示
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
行
〈
牛
盗
人
〉
で
は
、
盗
み
が
冒
頭
に
明
示
さ
れ
、
そ
の
事
件
の
高
札

を
見
た
犯
人
の
子
が
訴
え
出
て
、
そ
の
後
の
劇
的
展
開
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
現
行
〈
牛
盗
人
〉
の
成
立
に
影
響
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
〈
鶏
猫
〉
の
あ
ら
す
じ

を
虎
明
本
に
よ
っ
て
見
よ
う
。

守
護
の
猫
が
い
な
く
な
り
、
行
方
を
知
ら
せ
た
者
に
恩
賞
を
与
え
る
と
い
う
高
札
が
立

て
ら
れ
、
犯
人
の
子
が
訴
え
て
出
る
。
召
し
捕
ら
れ
た
親
は
鶏
を
く
わ
え
て
逃
げ
た
猫

に
投
げ
た
枕
が
当
た
っ
て
死
ん
だ
と
答
え
る
。
守
護
が
親
の
首
を
は
ね
ろ
と
言
う
の
で
、

子
は
恩
賞
に
親
の
命
を
助
け
て
ほ
し
い
、
親
が
殺
さ
れ
る
な
ら
、
自
分
の
首
を
先
に
切

っ
て
ほ
し
い
と
訴
え
、
守
護
は
子
の
孝
心
と
道
理
の
あ
る
訴
え
を
認
め
て
罪
を
許
す
。

〈
鶏
猫
〉
と
現
行
〈
牛
盗
人
〉
を
比
較
す
る
上
で
注
目
し
た
い
の
は
、
子
が
父
親
を
訴
え

出
る
に
到
る
発
端
の
事
件
で
あ
る
。〈
鶏
猫
〉
の
場
合
は
、
猫
の
死
は
と
っ
さ
に
投
げ
た
枕

が
当
た
っ
た
か
ら
と
い
う
偶
発
的
な
事
故
に
起
因
す
る
の
に
対
し
、〈
牛
盗
人
〉
の
場
合
は
、

親
の
追
善
供
養
の
た
め
に
牛
を
盗
む
と
い
う
動
機
の
明
白
な
窃
盗
事
件
で
あ
る
。〈
牛
盗
人
〉

で
は
、
語
リ
が
そ
の
動
機
を
正
当
化
す
る
た
め
に
語
ら
れ
、
事
件
と
語
リ
に
密
接
な
関
連
が
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認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
見
れ
ば
、
現
行
〈
牛
盗
人
〉
は
、
語
リ
を
基
に
し
て
ス
ト
ー
リ
ー

が
構
想
さ
れ
た
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
際
に
、〈
鶏
猫
〉
を
参
考

に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
現
行
〈
牛
盗
人
〉
成
立
の
時
期
に
つ
い
て
も
見
て
お
き
た
い
。

和
泉
流
の
〈
牛
盗
人
〉
が
現
行
の
も
の
と
近
い
形
で
見
ら
れ
る
の
は
、
鴻
山
文
庫
蔵
・
明

和
中
根
本
（
明
和
元
（
一
七
六
四
）
年
書
写
）、
狂
言
共
同
社
蔵
・
波
形
本
（
天
明
六
〈
一

七
八
六
〉
年
頃
書
写
）
以
降
の
台
本
か
ら
で
あ
る
。〈
鶏
猫
〉
は
虎
明
本
（
寛
永
一
九
〈
一

六
四
三
〉
年
書
写
）
に
見
ら
れ
る
の
で
、
江
戸
初
期
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

和
泉
流
に
〈
鶏
猫
〉
が
見
ら
れ
る
の
は
、
明
和
中
根
本
、
波
形
本
以
降
の
台
本
か
ら
で
あ
る
。

〈
鶏
猫
〉
と
〈
牛
盗
人
〉
を
掲
載
す
る
台
本
の
成
立
時
期
か
ら
見
て
、現
行
〈
牛
盗
人
〉
は
、

〈
鶏
猫
〉
の
影
響
下
に
、
江
戸
中
期
頃
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
〈
鶏
猫
〉
が

和
泉
流
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

で
は
、
現
行
〈
牛
盗
人
〉
の
語
リ
が
聞
か
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
さ
れ
た
の
は
、
な
ぜ
な

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
語
リ
は
、
貧
賤
第
一
の
仏
弟
子
・
し
や
う
し
ん
比
丘
が
親
の
追
善
供
養

の
費
用
を
得
る
た
め
に
取
っ
た
行
動
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
話
で
興
味
深
い
の
は
、

盗
ん
だ
牛
を
売
る
た
め
に
妄
語
戒
を
破
る
か
否
か
の
比
丘
と
し
て
の
葛
藤
が
見
ら
れ
る
点
で

あ
り
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
諸
木
の
精
に
戒
を
授
け
る
と
い
う
逸
話
を
入
れ
た
点
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
そ
の
布
施
に
得
た 

牛
を
布
に
代
え
る
と
い
う
布
施
の
語
源
を
語
っ
て
い
る
点
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
興
味
深
い
話
材
を
聞
か
せ
る
こ
と
に
こ
の
語
リ
の
ね
ら
い
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

和
泉
流
〈
牛
盗
人
〉
の
成
立
を
図
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に―

語
リ
に
よ
る
主
題
の
提
示―

最
後
に
和
泉
流
〈
禁
野
〉
と
〈
牛
盗
人
〉
の
主
題
と
語
リ
の
働
き
と
の
関
係
を
考
え
て
み

た
い
。

〈
禁
野
〉
の
語
リ
は
、
自
分
の
提
言
の
た
め
に
人
柱
に
さ
れ
た
男
と
そ
の
娘
の
後
日
談
と

い
う
周
知
の
伝
説
に
シ
テ
の
軽
率
な
行
為
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
強
く
印
象
付

け
ら
れ
る
と
い
う
効
果
を
表
す
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
感
得
さ
れ
る
の
は
、
シ
テ
の
惨
め
な

思
い
と
ほ
ろ
苦
い
笑
い
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
人
生
不
如
意
の
慨
嘆
」（
注
８
）
と
言
っ
て
よ

い
か
も
し
れ
な
い
。
実
は
〈
禁
野
〉
の
語
リ
の
働
き
の
重
要
な
点
は
、
そ
の
よ
う
な
主
題
を

示
す
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、〈
牛
盗
人
〉
の
語
リ
に
つ
い
て
見
る
と
、
語
リ
に
は
、
親
の
追
善
供
養
、
つ
ま

り
親
へ
の
孝
養
の
た
め
に
仏
弟
子
が
行
っ
た
の
と
同
じ
行
為
を
凡
夫
で
あ
る
自
分
が
行
っ
た

の
だ
か
ら
、
当
然
許
さ
れ
る
と
い
う
シ
テ
の
強
い
確
信
が
窺
え
る
。
そ
れ
は
、「
神
か
仏
か
」

と
い
う
我
が
子
が
シ
テ
を
助
命
嘆
願
し
た
こ
と
へ
の
感
激
（
注
９
）、「
げ
に
有
難
き
孝
行
の

威
徳
ぞ
目
出
た
か
り
け
る
」
と
い
う
謡
（
注
10
）
の
結
句
と
響
き
合
う
も
の
で
あ
り
、「
孝

行
讃
嘆
」
と
い
う
〈
牛
盗
人
〉
の
主
題
を
示
し
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
和
泉
流
〈
禁
野
〉
と
〈
牛
盗
人
〉
は
、語
リ
を
聞
か
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、

語
リ
が
ス
ト
ー
リ
ー
の
形
成
、
さ
ら
に
主
題
の
提
示
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と

虎
明
本
〈
牛
博
労
〉（
江
戸
初
期
）

　
　
　
　
　

＝
天
理
本
〈
牛
盗
人
〉（
江
戸
初
期
）　　
　
　
　
　
　
現
行
〈
牛
盗
人
〉（
江
戸
中
期
）

〈
鶏
猫
〉
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言
え
る
だ
ろ
う
。

〔
注
〕

1 　

永
井
猛
氏
「
狂
言
「
禁
野
」
の
形
成
と
展
開―

狂
言
と
古
今
集
注―

」『
説
話
』
五
号
・

一
九
七
四
年
六
月
、『
狂
言
変
遷
考
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
二
年
・
第
一
章
・
一
所
収

参
照
。

2　

保
教
本
の
注
記
に
「
鷺
流
本
式
ハ
二
人
」
と
あ
る
の
に
拠
る
。

3 　

橋
本
朝
生
氏
「〈
禁
野
〉
の
﹇
語
リ
﹈」（『
説
話
と
そ
の
周
縁―

物
語
・
芸
能―

』「
狂

言
と
説
話
」
一
勉
誠
社
、
一
九
九
三
年
、『
中
世
史
劇
と
し
て
の
狂
言
』
Ⅲ
三
１
、
若
草

書
房
、
一
九
九
七
年
所
収
）
に
「『
伊
勢
物
語
』
八
十
二
段
に
惟
喬
が
交
野
へ
出
か
け
た

と
あ
る
の
に
付
会
し
た
も
の
だ
ろ
う
が
、
地
元
に
そ
う
い
う
伝
承
が
あ
り
、
和
田
寺
よ
り

聞
い
た
保
教
が
改
訂
あ
る
い
は
創
作
し
た
も
の
と
し
て
い
い
だ
ろ
う
。」
と
の
指
摘
が
あ

る
。

4 　
「
△
語
の
有
も
あ
り
、
語
が
あ
れ
バ
本
ア
ト
斗
り
、
お
い
込
ミ
ハ
な
し
」「
右
の
ご
と
く

は
が
れ
て
、小
袖
上
下
ヲ
持
テ
ア
ト
ハ
は
い
る
、其
跡
に
て
語
な
り
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。

「
本
ア
ト
」
と
は
所
の
者
を
指
し
、
こ
の
よ
う
に
、
ア
ド
が
通
行
人
で
な
く
、
所
の
者
に

替
わ
り
、
そ
の
所
の
者
に
剥
ぎ
取
ら
れ
た
大
名
が
結
末
に
語
リ
を
す
る
演
出
を
「
和
泉
流

に
近
い
演
出
」
と
見
た
。

5 　

堀
口
康
生
氏
「
も
の
い
へ
ば
長
柄
の
橋
の
橋
柱―

人
柱
伝
説
と
謡
曲
『
長
柄
』
の
間
」「
謡

曲
『
長
柄
』
の
あ
と
」（『
芸
能
史
研
究
』
第
三
二
号
、
一
九
六
七
年
一
月
）
参
照
。

6 　

永
井
氏
前
掲
稿
参
照
。

7 　

竹
本
幹
夫
氏
・
橋
本
朝
生
氏
編
・
別
冊
国
文
学
№
48
『
能
・
狂
言
必
携
』（〈
牛
盗
人
〉

の
項
執
筆
は
永
井
猛
氏
）
参
照
。

8 　

須
田
悦
生
氏
が
「「
二
人
大
名
」「
昆
布
売
」
の
よ
う
な
モ
テ
ィ
ー
フ
の
単
純
な
狂
言
（
多

分
に
下
剋
上
的
な
）
と
、
そ
れ
と
並
行
し
て
存
在
し
た
長
柄
人
柱
の
語
り
芸
（
禁
野
な
る

場
所
を
含
む
）
が
、天
理
本
で
結
び
あ
わ
さ
れ
て
、和
泉
流
「
禁
野
」
が
形
成
さ
れ
た
」（「
狂

言
「
禁
野
」
の
構
成―

そ
の
形
成
過
程
を
め
ぐ
っ
て
ー
」『
伝
承
文
学
研
究
』
第
十
六
号
、

一
九
七
四
年
七
月
）
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
主
題
を
ス
ト
ー
リ
ー
の
面
か
ら
「
下
剋
上
」

と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
れ
を
被
害
者
の
心
情
の
面
か
ら
見
た
時
に
「
人
生
不
如
意

の
慨
嘆
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

9 　

親
の
命
が
助
か
ら
な
い
の
な
ら
、「
共
に
御
成
敗
な
さ
れ
て
下
さ
れ
い
。」
と
訴
え
る
子

に
、
シ
テ
が
感
激
し
て
発
す
る
台
詞
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

 「
や
い
か
な
法
師
。
そ
ち
は
神
か
仏
か
い
や
い
。
そ
の
よ
う
な
心
入
れ
と
は
知
ら
い
で
。
最

前
か
ら
の
悪
口
雑
言
。
こ
ら
へ
て
く
れ
い
。
こ
り
や
手
を
合
は
せ
て
拝
み
た
け
れ
ど
も
。

縄
目
の
恥
に
及
う
で
居
れ
ば
。
手
を
合
は
す
事
さ
へ
な
ら
ぬ
わ
い
や
い
。
ト
云
う
て
泣
く
。

ア
ド
も
泣
く
。

」（
三

百
番
集
本
）

10　

結
末
の
謡
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

 「
地
＼
命
助
か
る
親
と
子
は

0

0

0

0

0

0

0

0

。
嬉
し
さ
も
な
か
な
か
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
思
は
ぬ
程
の
心
か
な

0

0

0

0

0

0

0

0

。
か
く
て
伴

0

0

0

0

ひ
立
帰
り

0

0

0

0

。
〳
〵

0

0

。
親
子
の
契
り
尽
き
せ
ず
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
富
貴
と
な
り
に
け
り

0

0

0

0

0

0

0

0

。
げ
に
有
難
き
孝

0

0

0

0

0

0

行
の

0

0

。
威
徳
ぞ
め
で
た
か
り
け
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〳
〵

0

0

。」（
同
右
） 
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